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令和４年度排出量・移動量の集計結果（岡山県） 

 
  「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律（以下「化管法」

という。）」に基づく PRTR 制度では、一定の要件を満たす事業者は、毎年度自らが取り扱った第

一種指定化学物質（※１）の前年度における環境中への排出量等を把握し、県を経由して、国に

届け出ることとされています。国は、届出データを集計するとともに届出の対象とならない事業

者や家庭、自動車などから環境中に排出される対象化学物質の量を推計し、二つのデータを併せ

て公表します。 

  岡山県では、国の集計結果をもとに県内の対象化学物質の排出量・移動量を次のとおりとりま

とめました。 

  ※１ 化管法施行令で定められた 462 物質 

  ※２ 四捨五入により表内の数値と合計が一致しないことがあります。 

 

１ 総排出量 

  総排出量は、事業者によって届けられた対象化学物質の環境に排出される量（届出排出量）及

び届出の対象とならない事業者や家庭、自動車などから排出される量（届出外排出量）の合計で

表します。 

  令和４年度の総排出量は、6,427 トンで、長期的にみると減少傾向にあります。 

 
  注）届出排出量を事業者（届出）で示している。 

    平成 15(2003 年)年度以降は、届出対象となる化学物質の年間取扱量が５tから１tに変更されている。 

    平成 22(2010 年)年度以降は、対象化学物質が 354 物質から 462 物質に変更されている。 

 

図１－１ 総排出量の推移 
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  令和４年度の岡山県内の総排出量は、全国の排出量の２％でした。 

  また、排出源別の割合は、事業者が 75%、家庭が 9%、移動体が 16%であり、近年大きな変化は

ありません。 

表１－１ 令和４年度 総排出量の集計結果 

単位：トン／年   

区 分 岡山県 (全国比) 全国 

届 出 

排出量 
事業者（届出） 3,505 (2.87%) 122,313 

届出外 

排出量 

（推計値） 

事業者（届出外対象業種） 599  41,427 

事業者（届出外非対象業種） 709  61,425 

家庭 589  29,728 

移動体 1,025  54,359 

 小計 2,922 (1.56%) 186,938 

 総排出量  6,427 (2.08%) 309,252 

 

 

図１－２ 令和４年度 総排出量の排出源別の割合 
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  総排出量を物質別に集計した結果は次のとおりです。トルエン、キシレン、ノルマル-ヘキサン

等が上位を占めており、全国の集計結果と同様です。 

  トルエンやキシレンは事業者から、ＡＥ(*1)やＬＡＳ(*2)は家庭から、ホルムアルデヒドやベ

ンゼンは移動体から多く排出されており、物質により主な排出源が異なります。 

 

表１－２ 令和４年度 物質別の総排出量（上位 10 物質） 

単位：トン／年   

順位 物 質 名 

届出排出量 届出外排出量 

合計 事業者 

（届出） 

事業者（届出 

外対象業種） 

事業者（届出 

外非対象業種） 
家庭 移動体 

1 トルエン 1,154 149 116 5 382 1,806 

2 キシレン 663 83 235 10 223 1,214 

3 ノルマル-ヘキサン 557 40 4 0 71 672 

4 エチルベンゼン 356 63 100 8 58 586 

5 AE (*1) 1 22 37 235 － 296 

6 ジクロロメタン 229 26 － － － 255 

7 LAS (*2) 0 26 13 82 － 121 

8 ホルムアルデヒド 8 23 1 1 82 115 

9 ベンゼン 10 3 5 0 87 106 

10 N,N-ジメチルホルムアミド 90 11 － － － 101 

  注） 表中の「－」は、推計対象としていない項目である。 

  ＊１ AE は、ポリ（オキシエチレン）=アルキルエーテル（アルキル基の炭素数が 12 から 15 までのもの及びその混合物に限る） 

  ＊２ LAS は、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩（アルキル基の炭素数が 10 から 14 までのもの及びその混合物に限る） 

 

 
 

図１－３ 令和４年度 物質別の総排出量（上位 10 物質） 
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表１－３ 物質別の主な用途 

順位 物 質 名 主 な 用 途 

1 トルエン 溶剤・合成原料等、自動車等の排出ガス、接着剤・塗料等に含有 

2 キシレン 溶剤・合成原料等、自動車等の排出ガス、接着剤・塗料等に含有 

3 ノルマル-ヘキサン 溶剤等、ガソリンや灯油の蒸発ガス、自動車の排出ガス等に含有 

4 エチルベンゼン 溶剤等、自動車等の排出ガス、塗料等に含有 

5 AE 洗浄剤等の界面活性剤 
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２ 届出排出量・届出移動量 

事業者によって届けられた対象化学物質の環境に排出される量（届出排出量）及び事業所の外

に移動する（届出移動量）の集計結果は次のとおりです。 

令和４年度は、743 事業所の届出があり、排出及び移動量は 21,521 トンでした。排出量は減少

傾向にありますが、移動量は年度によって増減しています。 

また、排出及び移動量の内訳は、大気への排出が 16％、水域への排出が１％、廃棄物への移動

が 84％であり、製造工程で発生する対象化学物質の多くが廃棄物として回収され処分されている

ことを示しています。 

 

表２－１ 令和４年度 届出事業所数、届出排出量及び届出移動量の集計結果 

単位：トン／年      

区 分 岡山県 （全国比） 全国 

届出事業所数（箇所） 743 (2.31%) 32,209 

届出排出量 3,505 (2.87%) 122,313 

 大気 3,359  110,995 

 公共用水域 146  6,256 

 土壌・埋立処分 0  5,063 

届出移動量 18,016 (7.29%) 247,081 

 下水道 10  787 

 廃棄物 18,006  246,295 

届出排出量・移動量合計 21,521 (5.83%) 369,395 

 

 

  注）平成 15(2003)年度以降は、届出対象となる化学物質の年間取扱量が５tから１tに変更されている。 

    平成 22(2010)年度以降は、対象化学物質が 354 物質から 462 物質に変更されている。 

 

図２－１ 届出排出量及び届出移動量の推移 
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排出及び移動量を物質別に集計した結果は、次とおりです。 

マンガン、トルエン並びにクロム及び三価クロム化合物の廃棄物への移動量は、それぞれ 1,000

トンを超えており、排出量と移動量の合計で全体の 75％を占めています。 

 

表２－２ 令和４年度 物質別の届出排出量及び届出移動量（上位 10 物質） 

単位：トン／年  

順位 物 質 名 
排出量 移動量 

合計 
大気 水域 下水道 廃棄物 

1 マンガン及びその化合物 1 15 0 11,913 11,929 

2 トルエン 1,154 0 0 1,906 3,060 

3 クロム及び三価クロム化合物 0 1 0 1,247 1,248 

4 キシレン 663 0 0 176 838 

5 ノルマル-ヘキサン 557 0 0 90 647 

6 酢酸ビニル 54 0 0 549 602 

7 エチルベンゼン 356 0 0 128 484 

8 N,N-ジメチルホルムアミド 88 2 0 276 366 

9 ジクロロメタン 229 0 0 131 360 

10 バナジウム化合物 0 0 0 210 210 

 

 

 

図２－２ 令和４年度 物質別の届出排出量及び届出移動量（上位 10 物質） 
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表２－３ 物質別の主な発生業種 

順位 物 質 名 主な発生業種（排出・移動先の媒体） 

1 マンガン及びその化合物 鉄鋼業（廃棄物） 

2 トルエン 化学工業（廃棄物）、医薬品製造業（廃棄物） 

3 クロム及び三価クロム化合物 鉄鋼業（廃棄物） 

4 キシレン 船舶製造・修理業、舶用機関製造業（大気） 

5 ノルマル-ヘキサン 化学工業（大気）、食料品製造業（大気） 

6 酢酸ビニル 化学工業（廃棄物） 

7 エチルベンゼン 
船舶製造・修理業、舶用機関製造業（大気）、 

化学工業（廃棄物）、ゴム製品製造業（大気） 

8 N,N-ジメチルホルムアミド 化学工業（廃棄物、大気） 

9 ジクロロメタン 
医薬品製造業（廃棄物）、木材・木製品製造業（大気）、

プラスチック製品製造業（大気） 

10 バナジウム化合物 化学工業（廃棄物） 

  注）物質別の排出・移動量に占める割合が 15%以上の業種を主な発生業種としている。 

 

  なお、対象事業者によって届けられた第一種指定化学物質の環境に排出される量（届出排出量）

及び事業所の外に移動する量（届出移動量）については、以下の区分ごとに算出されています。 

  (1)大気：大気への排出 

  (2)水域：公共用水域への排出 

  (3)土壌：事業所内の土壌への排出 

  (4)埋立処分：事業所内への埋立処分 

  (5)下水道：下水道への移動 

  (6)廃棄物：廃棄物としての事業所外への移動 
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３ 届出排出量 

  事業者によって届けられた対象化学物質の環境に排出される量（届出排出量）を排出先や市町

村ごとに集計した概要は、次のとおりです。 

 

表３－１ 令和４年度 届出排出量の多い物質（上位５物質） 

排出先：大気   

順位 物 質 名 排出量(トン) 主な発生業種 

1 トルエン 1,154 ゴム製品製造業、プラスチック製品製造業 

2 キシレン 663 船舶製造・修理業、舶用機関製造業、ゴム製品製造業 

3 ノルマルーヘキサン 557 食料品製造業、化学工業 

4 エチルベンゼン 356 船舶製造・修理業、舶用機関製造業、ゴム製品製造業 

5 ジクロロメタン 229 木材・木製品製造業、プラスチック製品製造業 

   

排出先：水域   

順位 物 質 名 排出量(トン) 主な発生業種 

1 ほう素化合物 62 化学工業 

2 ふっ化水素及びその水溶性塩 31 下水道業、化学工業 

3 マンガン及びその化合物 15 鉄鋼業 

4 亜鉛の水溶性化合物 14 鉄鋼業、下水道業 

5 モリブデン及びその化合物 13 化学工業 

注）物質別の排出量に占める割合が 15％以上の業種を主な発生業種としている。 

 

表３－２ 令和４年度 市町村別の届出排出量の概要 

順位 市町村 
届出排出量 

（トン／年） 

届出 

事業所数 
届出排出量の多い物質 

1 倉敷市 1,824  159  キシレン、ノルマルーヘキサン、トルエン 

2 岡山市 633  190  
トルエン、N,N-ジメチルホルムアミド、 

キシレン 

3 矢掛町 149  9  トルエン、キシレン、エチルベンゼン 

4 玉野市 138  19  
キシレン、ノルマルーヘキサン、 

エチルベンゼン 

5 津山市 133  39  
ジクロロメタン、トリクロロエチレン、 

トルエン 

その他の市町村 627  327  - 

合  計 3,505  743  - 

 


